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株式会社インターアクション

※本決算説明会の内容につきまして、ご参加される方による
 録音、録画はご遠慮いただきますようお願い申し上げます。

2025年 5月期

第３四半期 決算説明会
2025年４月1１日

証券コード：7725

➢ 本原稿は、2025年４月11日に開催した 「2025年5月期第３四半期決算説明会」 のスピーチ原稿で
す。

➢ 本原稿に記載されている情報には、将来の業績等に関する見通しが含まれております。これらの見通し
は、公表時点で入手可能な情報に基づいて当社グループにより判断されたものであり、様々な潜在的
なリスクや不確定要素を含んでおります。

➢ 実際の業績等は、今後の事業領域を取り巻く経済状況、市場の動向等の影響を受けるものであり、記載
された見通しと大きく異なる結果となることがあることをご承知置きください。

➢ 本資料で提供している情報に関しては、万全を期しておりますが、その情報の正確性及び完全性を保証
するものではありません。また、予告なしに内容が変更または廃止される場合がございますので、予め
ご了承ください。

➢ 事前の承諾なしに本資料に掲載されている内容の複製・転用等を行うことを禁止します。
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Agenda

-Appendix-

1. 業績サマリー

2. 各事業の進捗について －継続的成長に向けた事業の現状と次のステップ－

   － IoT関連事業（イメージセンサ検査ビジネス）

   － VG戦略室

－ 株主還元の見直し

 － キャッシュアロケーション

➢ 「1.業績サマリー」 は、執行役員 社長室長 吉澤よりご説明します。

➢ 「2.各事業の進捗について」 は、代表取締役社長 木地よりご説明します。
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業績サマリー

➢ 始めに、当期における当社グループの業績についてご説明します。
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第3四半期 実績 （3ヵ月間）

1,901

2024年5月期
第3四半期

（3ヵ月間）

2025年5月期
第3四半期

（3ヵ月間）

(百万円)

（百万円）

前第3四半期
（3ヵ月間）

当第3四半期
（3ヵ月間）

増減率 (%)

売上高 1,901 1,259 △33.8

営業利益

営業利益率

３５１

18.5％

９１

7.３％

△7３.９

－

経常利益 378 ９９ △73.７

親会社株主に帰属する
四半期純利益

2７９ 77 △72.5

1株当たり
四半期純利益

２５.６８円 ７.０２円 -

➢ 第3四半期（3ヶ月間）の連結業績について、売上高及び営業利益は主にIoT関連事業セグメントが低調に推移したため、前年同期比で減収減益となった。 

➢ IoT関連事業セグメント：光源装置及び瞳モジュール®の販売が低調に推移。

➢ 環境エネルギー事業セグメント：排ガス処理装置分野において装置本体及びメンテナンス案件の販売が低調に推移。

➢ インダストリー4.0推進事業セグメント：主に歯車試験機の販売が好調に推移。

売上高 営業利益 主要な経営指標の推移

POINT

■IoT

■環境

■インダストリ

1,259
347

425

４７５

２２２

５６０

1,129

91

３５１

前年同期比

△57.9％

前年同期比

△35.8％

前年同期比

＋31.8％

2024年5月期
第3四半期

（3ヵ月間）

2025年5月期
第3四半期

（3ヵ月間）

イ ン ダ ス ト リ ー 4 . 0
推 進 事 業

I o T 関 連 事 業 環 境 エ ネ ルギー事業

➢ 当第3四半期（3ヶ月間）における当社グループの業績について、売上高及び営業利益は主にIoT関連
事業セグメントが低調に推移したため、前年同期比で減収減益となりました。 

➢ IoT関連事業セグメントは光源装置及び瞳モジュール®の販売が低調に推移いたしました。

➢ 環境エネルギー事業セグメントは排ガス処理装置分野において、装置本体及びメンテナンス案件の販売
が低調に推移いたしました。

➢ インダストリー4.0推進事業セグメントは主に歯車試験機の販売が好調に推移いたしました。
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第3四半期 累計 実績 

4,880

2024年5月期
第3四半期

2025年5月期
第3四半期

(百万円)

（百万円）
前第3四半期 当第3四半期 増減率 (%)

売上高 4,880 5,303 8.7

営業利益

営業利益率

745

15.3％

1,273

24.0％

71.0

－

経常利益 ８１７ 1,275 56.0

親会社株主に帰属する
四半期純利益

５４９ ９０２ 64.2

1株当たり
四半期純利益

50.54円 82.48円 －

➢ 第3四半期の連結業績について、IoT関連事業セグメント及びインダストリー４.0推進事業セグメントが好調に推移したため、前年同期比で増収増益となった。 

➢ IoT関連事業セグメント：上期において主に国内顧客向け検査用光源装置の販売が好調に推移。

➢ 環境エネルギー事業セグメント：排ガス処理装置分野において装置本体及びメンテナンス案件の販売が低調に推移。

➢ インダストリー4.0推進事業セグメント：上期において主に精密除振装置の販売が好調に推移、第3四半期からは主に歯車試験機の販売が好調に推移。

売上高 営業利益 主要な経営指標の推移

POINT

■IoT

■環境

■インダストリ

5,303

８１３

1,299

1,273

745

前年同期比

＋14.8％

前年同期比

△29.8％

前年同期比

+19.8％

2024年5月期
第3四半期

2025年5月期
第3四半期

3,1752,767

５７０

1,557

イ ン ダ ス ト リ ー 4 . 0
推 進 事 業

I o T 関 連 事 業 環 境 エ ネ ルギー事業

➢ 当第3四半期（累計）における当社グループの業績について、IoT関連事業セグメント及びインダスト
リー４.0推進事業セグメントが好調に推移したため、前年同期比で増収増益となりました。 

➢ IoT関連事業セグメントは上期において主に国内顧客向け検査用光源装置の販売が好調に推移いたし
ました。

➢ 環境エネルギー事業セグメントは排ガス処理装置分野において装置本体及びメンテナンス案件の販売
が低調に推移いたしました。

➢ インダストリー4.0推進事業セグメントは上期において主に精密除振装置の販売が好調に推移、第3四
半期からは主に歯車試験機の販売が好調に推移いたしました。
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4Q 211
4Q 211

通期業績予想の進捗

(百万円)

POINT

売上高 営業利益

第４四半期 
予想（累計） 

第４四半期 
着地見込（累計） 

主要な経営指標の推移

➢ 第3四半期の連結業績について、3ヶ月間・累計共に予算対比で小幅に上振れて推移。

➢ 第4四半期が予算通り進捗した場合は、通期で売上高＋１５３百万円、営業利益＋１７８百万円程度の差で、ほぼ予算通り達成する見込み。 

３Q
1,10６

1,４８５

３Q
1,259

２Q
1,６９０

１Q
2,３５３

１Q
２,３５３

２Q
1,690

4Q 
1,54５

６,696

第４四半期 
予想（累計）

第４四半期 
着地見込（累計）

1,306

（百万円）

2025年５月期
連結業績予想

２０２５年５月期
通期着地見込 達成率 (%)

売上高 ６,６９６ ６,８４９ 102.3

営業利益

営業利益率

1,306

19.5%

1,４８５

2１.７％

113.7

－

経常利益 1,319 1,４８７ 112.8

親会社株主に帰属する
当期純利益

906 １,０27 113.3

1株当たり
当期純利益

82.8４円 93.83円 －

6,84９

4Q 
1,54５

3Q
△８６

１Q
８１４

１Q
８１４

２Q
３６７

２Q
３６７

3Q
９１

イ ン ダ ス ト リ ー 4 . 0
推 進 事 業

I o T 関 連 事 業 環 境 エ ネ ルギー事業

➢ 当第3四半期の連結業績について、3ヶ月間・累計共に予算対比で小幅に上振れて推移いたしました。

➢ 第4四半期が予算通り進捗した場合は、通期で売上高＋153百万円、営業利益＋178百万円程度の差
で、ほぼ予算通り達成する見込みでございます。 
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2,767 

1,184 

4,523 

3,402 
3,175 

1,657 

1,933 

1,130

IoT関連事業セグメント

2025年
5月期
3Q

(百万円)

０

2024年
5月期
3Q

売上高 セグメント利益 受注高 受注残高

2025年
5月期
3Q

2024年
5月期
3Q

2025年
5月期
3Q

2024年
5月期
3Q

2025年
5月期
3Q

2024年
5月期
3Q

I o T 関 連 事 業

+14.8%

+39.9%

△57.３%

△66.8%

➢ 上期で主に国内顧客向け検査用光源装置の販売が好調に推移。

➢ 第2四半期に引き続き海外顧客（主に欧州）から検査用光源装置

の引き合いあり。

➢ 瞳モジュール®も第2四半期に引き続き海外主要顧客から追加の

引き合いあり。

➢ 前期において国内主要顧客が大規模な設備投資を実施したこと等

により、受注高及び受注残高は低調な状況が継続。

上期で国内顧客向け光源装置の販売が好調に推移したため 増収増益

➢ 瞳モジュール®自動製造ラインの構築に向けて、自動製造に必要な

各種装置を熊本事業所へ搬入開始。動作確認・評価作業を随時

行っていく。 

補足

➢ IoT関連事業セグメント（主に検査用光源装置と瞳モジュール®を販売しているセグメント）については、

上期で国内顧客向け光源装置の販売が好調に推移し増収増益となりました。

➢ 第2四半期に引き続き海外顧客（主に欧州）から検査用光源装置の引き合いがございました。

➢ 前期において国内主要顧客は大規模な設備投資を実施したこと等により、受注高及び受注残高は低調
な状態が継続しております。

➢ 瞳モジュール®自動製造ラインの構築に向けて、自動製造に必要な各種装置を熊本事業所へ搬入してお

り、動作確認・評価作業を随時行ってまいります。 

7
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813 

519 
495

570 

399 
353

環境エネルギー事業セグメント

(百万円)

０

環 境 エ ネ ルギー事業

△23.1%

46

△28.８%

20

△29.8%

➢ 乾燥脱臭装置分野において装置本体及びメンテナンス案件の

販売が堅調に推移。

➢ 排ガス処理装置分野において装置本体及びメンテナンス案件

の販売が低調に推移。

排ガス処理装置分野の販売が低調に推移し 減収減益

➢ AEセンサ（故障予測センサ）の社内検証が完了。

客先へテスト品導入済み。

補足

売上高 セグメント利益 受注高 受注残高

2025年
5月期
3Q

2024年
5月期
3Q

2025年
5月期
3Q

2024年
5月期
3Q

2025年
5月期
3Q

2024年
5月期
3Q

2025年
5月期
3Q

2024年
5月期
3Q

△55.7%

➢ 環境エネルギー事業セグメント（主に乾燥脱臭装置と排ガス処理装置を販売しているセグメント）につい
ては、排ガス処理装置分野において装置本体及びメンテナンス案件の販売が低調に推移したため、前年
同期比で減収減益となりました。
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インダストリー4.0推進事業セグメント

(百万円)

➢ 上期において、主に精密除振装置の販売が好調に推移。

➢ 第3四半期からは、主に歯車試験機の販売が好調に推移。

➢ 中長期的な成長戦略が課題。 VG戦略室を中心として

新規成長事業の創出を目指す。

精密除振装置分野及び歯車試験機分野において

製品の販売が好調に推移し 増収増益

➢ 歯車試験機分野における新製品の粗さ試験機について、

国内自動車メーカーから新規引き合い有り。

➢ 振動モニタリングアプリについて、５台納品済み。

更なる受注獲得に向けた活動継続中。

➢ ＡＩ画像処理装置は今期中に汎用性のあるプラットフォーム品の

販売が可能となる予定。今まで金額面で引き合いが頓挫していた

顧客へ展開予定。

補足

イン ダ ス トリー4 .0
推 進 事 業

1,299 

6 

1,286

433

1,557 

209 

1,301 

297

０

+１.2%

△31.２%

+3,049.0%

売上高 セグメント利益 受注高 受注残高

2025年
5月期
3Q

2024年
5月期
3Q

2025年
5月期
3Q

2024年
5月期
3Q

2025年
5月期
3Q

2024年
5月期
3Q

2025年
5月期
3Q

2024年
5月期
3Q

+19.8%

➢ インダストリー4.0推進事業（主に精密除震装置と歯車検査装置を販売しているセグメント）については、
上期において主に精密除振装置の販売が好調に推移、 第3四半期からは主に歯車試験機の販売が好
調に推移したため、前年同期比で増収増益となりました。

➢ 歯車試験機分野においては、新製品の粗さ試験機について国内自動車メーカーから新規引き合いがご
ざいました。

➢ 振動モニタリングアプリについては５台納品済みで、更なる受注獲得に向けた活動を継続しております。

➢ ＡＩ画像処理装置については、今期中に汎用性のあるプラットフォーム品の販売が可能となる予定で、今
まで金額面で引き合いが頓挫していた顧客へ展開予定でございます。

9
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継続的成長に向けた事業の現状と次のステップ

各事業の進捗について

➢ ここから、各事業の進捗状況についてご説明します。

10
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IoT関連事業（イメージセンサ検査ビジネス）：コア市場の現況と重点分野の進捗

➢ 光源装置については、一時的に新規受注が落ち着いている状況。 AI・モバイル・自動運転等の技術進展に伴い、今後中長期的には投資意欲の回復が
 見込まれる。 瞳モジュール®については需要が国内外顧客共に着実に増加しており、今後の量産対応見据えて熊本工場内に自動製造ラインを構築中。

海外主要顧客

事業

及び

顧客

動向

今後の

戦略

◼ 従来装置の提供を継続。

◼ 次世代装置の開発は引き続き

検討。

⇒ 顧客の設備投資需要回復に

備え、二ーズを先回りした

開発を実施する。

◼ 量産導入に向けた取り組み

 ⇒ 本格導入は来期想定。

量産対応を安定的にできるよう、

  瞳モジュール® 自動製造機 の

取り組みを継続。

◼ パートナー企業との共同開発品          

 ⇒ 顧客提案に向けて改善作業中。

来期以降の完成を目指す。

◼ ３つの軸でリーダーシップを発揮。

 （１） 個体差を無くす＝改造案件①

  ➢ 製品毎の微細な個体差を調整  

 ⇒  顧客側にて導入検討中。

 （２） 省スペース化＝改造案件②

 ➢ 顧客の面積当たりの生産性向上

 ⇒  ２Ｑに引き続き既存装置の改造

 （光の照射エリア拡大等）を提案中。

 新型光源装置の運用状況を鑑みな

 がら顧客側にて導入検討中。

 （３） データ活用

  ⇒  パートナー企業と協働。顧客へ提案中。

２Ｑ時点で大口受注があったため、

一時的に新規受注は落ち着いてい

る状況。

顧客側の生産性が向上するような

改造案件を引き続き提案中。

◼ 瞳モジュール® 自動製造機の

導入に向けた取り組みを推進。

２０２６年度中の稼働開始に

向けてスケジュール通り進捗中。

⇒ 熊本事業所の改修が進み、

  各作業工程における装置 

の搬入が開始。段階的に稼

働していく。

国内主要顧客

量産モデルの導入が進んでいるも

のの、本格導入は来期以降想定。

パートナー企業との共同開発品に

ついては、顧客へ提案するための

改善対応を進めている状況。

瞳モジュール®光源装置瞳モジュール®光源装置

新規受注は一時的に落ち着いてい

る状況。

設備投資は続いているものの、

小規模の状態が継続。

I o T 関 連 事 業

11

➢ 当社の主要顧客であるイメージセンサメーカー各社の設備投資は、足元では一旦落ち着きを見せてお
りますが、中長期的にはモバイルや車載、AI関連の需要に支えられ、再び回復基調に転じると見ており
ます。

➢ 特に瞳モジュール®に関しては、国内外のお客様から引き合いが増えており、今後の需要拡大に備え、熊

本工場において自動化ラインの導入を進めております。

➢ これにより、生産効率の向上と安定した品質確保を両立し、信頼にお応えしてまいります。
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IoT関連事業：コア市場の現況と重点分野の進捗

➢ 欧州顧客における光源装置の販売は堅調に推移しており、需要が継続する見通し。
➢ 高精度な製品の引き合いが増えており、米国・欧州共に当社技術の優位性が評価されている。

事業

及び

顧客

動向

今後の

戦略

米国顧客①

車載向け （センシング向け） を

中心にアプローチ。

High-end モデル光源装置の

デモ機を評価中。

客先の計画延期に伴い

来期以降で評価完了見込み。

◼ 引き続きパートナー企業と協

力しながら車載向け光源装置

の導入を目指す。

◼ High-end モデル光源装置の

導入を目指す。

◼ Middle-end モデル光源装置

の開発を進める。

米国顧客②

モバイル、車載向けを中心に

設備投資をしている。

引き合いはあるものの、

当社からの販売実績はない

状況は継続。

◼ 情報収集を継続。

◼ Low-end モデルの開発継続。

◼ 瞳モジュール®の提案も検討中。

◼ 来期～再来期頃までにアプ

ローチできるよう開発を進め

る。

欧州顧客

センシング向け光源装置

（モバイル・車載含む）

大口受注有り。

◼ 引合案件（センシング向け光源

装置、後工程用光源検査装置、

改造案件等）へ引き続き対応。

◼ 現状、光源装置の引合は

High-endかつセンシング向け

モデル が中心。

I o T 関 連 事 業

12

➢ 今期における欧州市場への光源装置の販売は安定して推移しております。

➢ 特に品質要求の高い分野や特殊用途での採用が進んでおり、当社の技術が高く評価されていることを
実感しています。

➢ 今後も各顧客のニーズに合った製品開発ときめ細かなサポート体制の強化を通じて、継続的な成長を
目指してまいります。



13

©
 IN

T
E

R
 A

C
T

IO
N

 C
O

R
P

O
R

A
T

IO
N

国内・米国 

Middle-end モバイル・車載向け

新規ソリューション A

IoT関連事業：多用化するニーズへの対応と製品展開戦略

➢ 「顧客企業の生産性の向上」を事業戦略の中心に据えて製品開発をし、3つの市場に適した製品を展開することで、
 幅広い顧客ニーズに対応し、当社の技術力と提案力を最大限に発揮していく。

製
品
価
格

性能

低価格デバイス

最先端デバイス

国内外

High-end モバイル向け

新規ソリューション B

中国

Low-end デバイス向け

新規ソリューション C

国内顧客向け

既存光源装置

中価格帯デバイス

low

High

High

➢ 生産性と性能のバランスを

取ったモデル

Middle-end

新規ソリューション A

１ｓｔ

➢ 十分な検査精度と価格競
争力を両立させたモデル

Low-end

新規ソリューション C

２nd´

➢ 高精度かつ高付加価値

➢ 技術リーダーシップの確立

High-end

新規ソリューション B

２nd

想定ストーリー 対応光源

③ローエンドCIS市場の拡大

ローエンド
CIS 市場拡大

②モバイルの進化

性能UP

①モバイル分野以外の進化

性能UP

１ｓｔ

２nd

２nd´

I o T 関 連 事 業

13

➢ 当社は、変化の激しいモバイル業界と車載市場の動向を踏まえ、3つの明確な市場に対して製品展開を
進めております。

➢ まず、ミドルエンド市場に向けては、車載向けや中価格帯モバイルデバイス向けに、生産性と性能のバラ
ンスを取ったモデルを展開してまいります。この領域では、量産現場での使いやすさや安定性が重視さ
れるため、現場に寄り添った設計開発を行っていきます。

➢ 次に、ハイエンド市場に向けては、国内外の先進的なお客様（主要顧客）に対し、高精度かつ高付加価値
なフラグシップモデルを投入し、最先端デバイスの品質保証を支えるソリューションを提供してまいりま
す。

➢ そして、ローエンド市場に向けては、コスト意識の高い中華系のお客様を主軸に、必要最低限の性能を
備えつつも、十分な検査精度と価格競争力を両立させたモデルを準備してまいります。

➢ これら3つの市場に適した製品を展開することで、幅広い顧客ニーズに対応し、当社の技術と提案力を
最大限に発揮してまいります。
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イ ン ダ ス ト リ ー 4 . 0
推 進 事 業

I o T 関 連 事 業 環 境 エ ネ ルギー事業

VG戦略室：４ＤＸを活用した営業改革と収益性向上への取り組み

➢ ＶＧ戦略室が指揮を執り営業組織の実行力強化による収益性の向上を図る。
➢ 既存事業の収益性を一層高めるため、営業組織に「４ＤＸ」を導入。
➢ 一人ひとりが実行すべき行動にフォーカスすることで、営業の成果と効率の最大化を図る。

インダストリー4.0推進事業

環境エネルギー事業

VG戦略室

各事業部門へ
落とし込み

営業体制強化の仕組みを構築

IoT関連事業

A社粗利額改善PJ

▍取組事例：粗利額改善PJ

14

➢ 当社では既存事業の収益性をさらに高めるため、営業部門において「4DX」（実行の4つの規律）を導入
しております。これは、目標を“掲げる”だけでなく、実際に“やり切る”ための仕組みを構築するもので
す。

➢ まず、売上や利益率といった最重要目標を明確に定めたうえで、それに対する具体的な先行指標、例え
ば商談件数や提案数などをチームで共有します。各メンバーの行動をダッシュボードで可視化し、週次
の振り返りを通じて、小さな改善と積み上げを繰り返し行います。

➢ こうした日々の積み重ねにより、営業の実行力を着実に高め、既存事業の採算性と生産性を共に向上
させてまいります。
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ＶＧ戦略室：製品企画・マーケティングの推進

➢ 製品企画とマーケティングの中核を担うＶＧ戦略室において、既存製品の進化に加え、まったく新しい市場や用途の可能性にもチャレンジ。
 将来の柱となる領域を見極める。 未来を支える製品・事業を丁寧に築いていく。

2025年 2026年 2027年

前半
（１月～６月）

後半
（７月～１２月）

前半 後半 前半 後半

１．ローンチ済み 新規事業
②インキュベーション

③スケーリング

２．新規創出事業

①アイディエーション

②インキュベーション

③スケーリング

３．商流の構築

①アイディエーション （着想）

VG戦略室

②インキュベーション （検証と試行）

③スケーリング （実行とスケール）

各事業部門

投
資
コ
ス
ト
・期
待
リ
タ
ー
ン

イノベーションリスク 事業リスク

−

＋

＋

−

アイディエーション・インキュベーションの
質とスピードを更に向上させる

▍スケジュール

継続

新 規 事 業

(ＡＩ画像処理装置・振動モニタリングアプリ等)

15

➢ 現在、当社では製品企画とマーケティングの中核を担う組織としてVG戦略室を設置し、活動を本格化
しております。

➢ この組織は、市場の変化や顧客ニーズを的確に捉えながら、新しい製品価値をどう生み出していくかと
いう視点で調査・企画・戦略立案を進めております。

➢ 既存製品の進化に加え、まったく新しい市場や用途の可能性にもチャレンジしており、製造・開発・営業
との密な連携のもと、将来の柱となる領域を見極めてまいります。

➢ 新規創出事業については、2027年までに何らかの具体的な成果を形にしてまいりたいと考えており、
今後もVG戦略室を起点に当社の未来を支える製品・事業を丁寧に築いていく所存です。
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戦略的パートナーシップの構築：製品企画・マーケティングの能力・スピード強化
新 規 事 業

パートナーシップは、ゴールまでの時間を短縮させることが可能。

マーケティングパートナー

➢ 広い顧客基盤

➢ IAが未保有の商流

インターアクション （IA）

VG戦略室技術基盤

➢ 光学技術

➢ 装置化技術

➢ 精密振動技術

➢ 精密歯車技術

➢ AI画像処理技術

➢ レーザ技術

製品企画・マーケティング機能

技術パートナー

➢ IAが保有している技術の強化

➢ IAが未保有の技術の活用

顧客ニーズ共有

②

IA技術強化

顧客ニーズ把握

企画提案

① 企画の精度を

  高速で高めていく

② 適切な技術を駆使した

  ソリューションを

顧客・パートナーへ提供

①

16

➢ 事業成長のスピードを上げるために、今後戦略的パートナーシップを構築してまいります。現時点で具
体的なパートナーが決まっているわけではありませんが、当社の製品企画・マーケティング能力・スピー
ドが強化されるようなパートナーシップ構築を目指します。

➢ 第一に、幅広い顧客基盤を手に入れられるパートナーシップの締結を目指してまいります。当社は特定
の市場・顧客からビジネスを頂いており、幅広い顧客基盤は保有しておりません。今後新たに事業展開
する際は顧客の需要ニーズを把握することが大事になるため、幅広い顧客基盤を持っているパートナー
と組むことができれば、当社の企画の精度を高速で高められ、当社が未保有の商流も手に入れることが
できます。

➢ また、顧客のニーズが分かったとしても具現化できなければ売上・利益の成長に繋がらないため、そこ
は当社が保有する技術の強化と、当社が未保有の技術を持つ企業とのパートナーシップを構築し、適切
な技術を駆使したソリューションを顧客・パートナーへ提供してまいります。

➢ パートナーシップはゴールまでの時間を短縮させられる有効な手段だと思いますので、しっかり実現し
てまいります。
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株主還元方針の変更

➢ 「DOE4.0％以上」 に設定。短期的な業績に左右されにくく、安定的な配当の維持が可能。

➢ 配当の原資となる株主資本の適正活用を通じて、資本効率の向上にも繋がる。

➢ 今後も財務の健全性と成長投資のバランスを確保しつつ、中長期的に企業価値を高める還元のあり方を追求していく。

業績にボラがある
都度変動する
自己株買いの効果が薄い

変更前

総還元性向※ ３０％ 以上
※総還元性向＝（配当支払総額＋自己株取得総額）÷純利益×100

➢ 業績の変動性が高く、適切な配当額設定が難しい

➢ 総還元性向の基準に合わせて実施する自己株取得の

効果が不透明かつ還元が不安定

91.94 
105.61 

69.58 

90.12 
104.15 

2020/5 2021/5 2022/5 2023/5 2024/5

EPS・配当性向の推移

19.6% 18.9%

28.7% 27.7% 33.6%

業績にボラがある
都度変動する
自己株買いの効果が薄い

変更後

ＤＯＥ※ ４.0％ 以上

➢ 業績変動によるばらつきを抑え、安定的な還元が可能

※ DOE（株主資本配当率）＝配当支払総額÷株主資本×100

変動的

17

➢ 当社では、これまで総還元性向30％を目安に株主の皆様への利益還元を実施してまいりましたが、よ
り安定的かつ持続可能な還元を実現すべく、新たに「DOE（株主資本配当率）4.0％」を基準とする方針
へと変更いたしました。

➢ この変更により、短期的な業績の変動に左右されにくく、安定的な配当の維持が可能となります。

➢ また、配当の原資となる株主資本の適正活用を通じて、資本効率の向上にもつながると考えております。

➢ 今後も財務の健全性と成長投資のバランスを確保しつつ、中長期的に企業価値を高める還元のあり方
を追求してまいります。
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4,906 

7,224 
6,751 6,863 

6,324 

9,129 

2020/5 2021/5 2022/5 2023/5 2024/5 2025/2 (3Q)

62.3%

79.9%
72.3%

67.7%

57.3%

82.7%

キャッシュアロケーション

➢ 自己資本キャッシュ比率が高水準で推移。キャッシュを有効活用すべくキャッシュアロケーションを設定。
➢ 事業活動における財務安定性、事業成長性、株主還元のバランスを考慮しながら、持続的な企業価値の向上を目指す。
➢ アライアンスやＭ＆Ａ投資等については、必要に応じて有利子負債の活用も検討。

キャッシュイン キャッシュアウト （予定）

不足分は

有利子負債を活用

2025年5月期 1Q～３Ｑ 
営業キャッシュフロー ２,８０５

2024年5月期 
キャッシュ ６,３２４

株主還元 １,０００

運転資金 ４,０００

事業投資（Ｒ＆Ｄ・設備・基盤） 1,300

機動的アロケーション １,０００

戦略投資 １,８00

単位：百万円

※現金及び預金

キャッシュ※ と自己資本キャッシュ比率 推移

18

➢ 当社は現在、ネットキャッシュ9,129百万円という健全な財務基盤のもと、今後の持続的成長と資本効
率の最適化を両立するため、6つの柱からなるキャッシュアロケーション方針を検討しております。

➢ まずはDOEベースの安定配当（1,000百万円）を柱に、株主の皆様への還元を継続・強化いたします。

➢ 併せて、運転資金の確保（4,000百万円）や、既存および新規事業への事業投資（1,300百万円）を推
進いたします。

➢ また、収益のボラティリティに備えた機動的アロケーション（1,000百万円）を設け、柔軟な対応を可能
とすることで、財務安定性も保持いたします。

➢ それらを踏まえたうえで、残る資金は戦略投資（1,800百万円）として、今後の企業価値向上に寄与す
る事業機会への投入を検討いたします。

➢ さらに、外部資金の活用も視野に入れ、M&Aや戦略的アライアンスといった戦略投資・成長投資への機
動力も確保いたします。
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Appendix ①

売上高・受注高・受注残高 推移

19
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IoT関連事業セグメント
I o T 関 連 事 業

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

前期1Q 前期2Q 前期3Q 前期4Q 当期1Q 当期2Q 当期3Q

売上高 977 660 1,129 2,130 1,768 930 475

受注高 2,066 195 2,261 1,018 617 778 537

受注残 2,728 2,272 3,402 2,288 1,135 1,069 1,130

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

前期1Q 前期2Q 前期3Q 前期4Q 当期1Q 当期2Q 当期3Q

売上高 977 1,637 2,767 4,897 1,768 2,699 3,175

受注高 2,066 2,261 4,523 5,541 617 1,396 1,933

(百万円) (百万円)

売上高・受注高・受注残高 推移  （四半期毎） 売上高・受注高 推移 （累計）
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環境エネルギー事業セグメント

0

200

400

600

800

1,000

1,200

前期1Q 前期2Q 前期3Q 前期4Q 当期1Q 当期2Q 当期3Q

売上高 288 466 813 1,052 151 348 570

受注高 182 432 519 746 144 279 399

0

100

200

300

400

500

600

700

800

前期1Q 前期2Q 前期3Q 前期4Q 当期1Q 当期2Q 当期3Q

売上高 288 178 347 238 151 196 222

受注高 182 249 86 227 144 134 120

受注残 675 748 495 527 477 422 353

(百万円) (百万円)

売上高・受注高・受注残高 推移  （四半期毎） 売上高・受注高 推移 （累計）

環 境 エ ネ ルギー事業
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インダストリー4.0推進事業セグメント

売上高・受注高・受注残高 推移  （四半期毎） 売上高・受注高 推移 （累計）

イン ダ ス トリー4 .0
推 進 事 業

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

前期1Q 前期2Q 前期3Q 前期4Q 当期1Q 当期2Q 当期3Q

売上高 474 874 1,299 1,804 433 996 1,557

受注高 494 770 1,286 1,555 515 892 1,301

0

100

200

300

400

500

600

前期1Q 前期2Q 前期3Q 前期4Q 当期1Q 当期2Q 当期3Q

売上高 474 399 425 505 433 563 560

受注高 494 276 516 268 515 376 409

受注残 286 269 433 262 336 291 297

(百万円) (百万円)
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グループ全体

事業セグメント

売上高 受注高 受注残高

金額
前年同期比
増減率

金額
前年同期比
増減率

金額
前年同期比
増減率

IoT関連事業 3,175 14.8% 1,933 △57.3% 1,130 △66.8%

環境エネルギー事業 570 △29.8% 399 △23.1% 353 △28.8%

インダストリー4.0推進事業 1,557 19.8% 1,301 1.2% 297 △31.2%

合計 5,303 8.7% 3,634 △42.6% 1,781 △58.9%

2,728 
2,272 
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675 
748 

495 

527 

477 422 353 

286 
269 

433 

262 

336 291 297 
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4,000

6,000

8,000

前期1Q 前期2Q 前期3Q 前期4Q 当期1Q 当期2Q 当期3Q

IoT関連 環境エネルギー インダストリー4.0

受注残高推移（四半期毎）

2,066 2,261 

4,523 

5,541 

617 
1,396 

1,933 

182 
432 

519 

746 

144 

279 

399 
494 

770 

1,286 

1,555 

515 

892 

1,301 
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4,000

6,000

8,000

前期1Q 前期2Q 前期3Q 前期4Q 当期1Q 当期2Q 当期3Q

IoT関連 環境エネルギー インダストリー4.0

受注高推移（累計）

977 
1,637 

2,767 

4,897 

1,768 
2,699 

3,175 
288 

466 

813 

1,052 

151 

348 

570 

474 

874 

1,299 

1,804 

433 
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

前期1Q 前期2Q 前期3Q 前期4Q 当期1Q 当期2Q 当期3Q

IoT関連 環境エネルギー インダストリー4.0

売上高推移（累計）

2025年5月期第3四半期 (単位：百万円)

イン ダ ス トリー4 .0
推 進 事 業

環 境 エ ネ ルギー事業I o T 関 連 事 業
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Appendix ②

会社概要
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会社概要

商号 株式会社インターアクション

代表者 代表取締役社長 木地 伸雄

資本金   1,760百万円

本社所在地 神奈川県横浜市金沢区福浦1-1

横浜金沢ハイテクセンター14階

TEL:045-788-8373 FAX:045-788-8371

従業員 12８名（2024年5月末時点 グループ全体）

設立   1992年6月25日

INTER ACTION Corporation

事業所 横浜市中区・熊本県合志市・長崎県長崎市

グループ会社

URL https://www.inter-action.co.jp

証券コード 7725

上場市場   東京証券取引所

事業年度 自 6月1日 至 5月31日

 プライム市場

株式会社エア・ガシズ・テクノス

明立精機株式会社

株式会社東京テクニカル

西安朝陽光伏科技有限公司

陕西明立精密设备有限公司

MEIRITZ KOREA CO.,LTD

Taiwan Tokyo Technical Instruments Corp.

TOKYO TECHNICAL INSTRUMENTS (SHANGHAI) CO.,LTD

株式会社ラステック
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会社概要

重要指標

DOE4.0%以上

M&A方針

配当方針

Equity Spread
ROE

成長分野・今後成長を見込める分野であること
培ってきた技術や事業のノウハウが、事業展開に活用できる分野であること
5年間の想定キャッシュ・フローをWACCで割り引いたNPVがプラスになること

26
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会社概要

インターアクショングループに関する様々な情報をメールでお届けします

当社HP「メール配信サービス」画面

https://www.inter-action.co.jp/ir/ir_mail/

ご登録いただきました情報は、IRメール配信サービスのみに使用します。

個人情報の取り扱いにつきましては、当社ホームページに記載しております

「個人情報保護方針」をご参照下さい

https://www.inter-action.co.jp/privacy/

メール配信サービス お問い合わせ

株式会社インターアクション

社長室 経営企画チーム IR担当

神奈川県横浜市中区山下町２番地 産業貿易センタービル10階

TEL：045-263-9220

https://www.inter-action.co.jp/inquiry/

HPお問い合わせ画面よりお問い合わせ下さい

27
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注意事項

注意事項

本資料に記載されている情報には、将来の業績等に関する見通しが含まれております。これらの見通しは、公表時点で入手可能な

情報に基づいて当社グループにより判断されたものであり、様々な潜在的なリスクや不確定要素を含んでおります。実際の業績等は、

今後の事業領域を取り巻く経済状況、市場の動向等の影響を受けるものであり、記載された見通しと大きく異なる結果となることが

あることをご承知置き下さい。

本資料で提供している情報に関しては、万全を期しておりますが、その情報の正確性及び完全性を保証するものではありません。

また、予告なしに内容が変更または廃止される場合がございますので、予めご了承ください。

事前の承諾なしに本資料に掲載されている内容の複製・転用等を行うことを禁止します。
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